
























Die europäische Integration und deren Einfluss auf die Strafrechtspflege




























































































































































































































































の影響（Die europäische Integration und deren Einfluss auf die Strafrechtspflege



















罰性の研究（Der Submissionbetrug－Eine Untersuchung zur Strafbarkeit von




得した（論文テーマは，『刑法のヨーロッパ化（Die Europäsierung des Strafrecht）』











Risiken einer Reform des strafrechtlichen Ermittlungsverfahren: Gutachten C für
den 65. Deutschen Juristentag）』（Verlag C.H.Beck, 2004）），2012年から欧州刑事政
策欧州連合委員会・専門家委員会委員，2013年からドイツ語圏刑法学者会議（ドイ
ツ刑法学会）会長などの重職にもあり，あわせて，『法学教育JURA（Juristische
Ausbildung）』，『新刑法雑誌 NStZ（Neue Zeitschrift für Strafrecht）』，『ヨーロッパ
刑法雑誌 EuCLR（European Criminal Law Review）』の共同編集者を務めるなど，
刮目に値する精力的な活動を行っている。
日本には，学術交流のため2006年，2009年に続く３度目の訪問であり，講演会や
研究会を通じて日本の刑事法学研究者との交流を進めている。このたびは，日本刑
法学会にも招聘され，講演を行い，これにより，同会名誉会員の称号を与えられて
いる。ヨーロッパなどの諸外国のほか，日本やアジアからの研究者の受入れや学術
交流にも積極的であり，日本をはじめとするアジア諸国刑事法学の良き理解者でも
あるといえよう。
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